母上と 自分と 二人で、 車で 出かけた。 おりからの 雨で 

車の 中 は 窮屈であった。 自分の 住まって いる 町から 一 

いなかみち 

里 半 余、 石ころの 田舎道 を ゆられながら やっとね えさ 

うち しょうぶ 

んの 宅へ 着いた。 門の 小 流れの 菖蒲 も 雨に しおれて い 

る。 もう おおぜい 客が 来て いて 母上 は 一人一人 にねん 

ごろに 一 別 以来の 辞儀 をせられ る。 自分 は その後ろ に 

小さくな つて 手持ちぶ さたで いると、 おりよく ここの 

俊 ちゃんが 出て 来て、 待ち かねてい たという ふうで 自 

分 を 引っ張つ てお 池の 鯉 を 見に 行った。 ねえさん 所に 

は 池が あつ て いいと 子供心に うらやましく 思うて いた- 

池 はちよ つと した 中庭に いっぱい になって いて、 門の 



いけ ま 

池 を 隔てて 池の 間と 名の ついた この 小 座敷の 向かい 

いた じと み 

側 は、 台所に 続く 物置きの 板 都 の、 その上が ちょ つと 

しゃれた 中 一 一階に なって いる。 

あの ころの & 舎の 初節句の 祝宴 はたいて い 二日 続い 

たもので、 親類縁者 はもち ろん、 平素は あまり 往来せ 

ぬ 遠縁の いとこ、 はと こまで、 中にはず いぶん 遠く か 

ら はるばる 泊まりが けで 出て 来る。 それから 近 村の 小 

作 人、 出入りの 職人まで 寄り集まって 盛んな 祝いで 

あった。 近親の 婦人が 総出で 杯盤の 世話 をし、 酌 を 

する。 その上、 町から 芸者 を 迎えて 興 を 添えさせ るの 

が 例な ので、 この 時 も 二人 来て いた。 これ も 祝いの あ 



その 混雑の 間 をく ぐり、 お辞儀の 頭の 上 を 踏み 越さ 

ぬば かりに 杯盤 酒肴 を 座敷へ はこぶ 往来 も 見る からに 

忙しい。 子供ら は 仲間が おおぜい できた うれし さで 威 

勢よ く 駆け回る。 いったい 自分 は そのころ から 陰気な 

性で、 こんな 騒ぎが おもしろく ないから、 いつものよ 

うに 宵のう ちい いか げんごち そう を 食つ てし まう と 奥 

の 蔵の 間へ 行って 戸棚から 八 犬 伝、 三国志な ど を 引つ 

ぱリ 出し、 おなじみの 信 乃 や 道 節、 孔^ や 関 羽に 親し 

む。 この 室 は 女の 衣装 を 着替える 所に なって いたので、 

四面に ずらり と 衣桁 を 並べ、 衣紋 竹 を 掛け つらねて、 

派手な やら、 地味な やら いろんな 着物が、 虫干しの 時 



で 笑う。 

この 夜 すさまじい 雷が 鳴って 雨雲 をけ 散らした。 朝 

はすつ かり 晴れて 強い 日光が 青葉 を 射ていた。 早起き 

して 顔 を 洗った 自分の 頭 もせい せいして、 勇ましい 心 

たまな ひか わ 

は 公園の 球 投げ、 樋 川の 夜ぶ りと 駆けめ ぐった。 

義 ちゃん は 立派に 大きくな つたが、 竜舌蘭 は 今 は 

ない。 

雷 はやんだ。 あす は 天気ら しい。 

(明治 三十 八 年 六月、 ホトト ギス) 
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